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◇◇  第第３３００回回北北九九州州市市ＰＰＣＣＢＢ処処理理監監視視会会議議                                  
 
第３０回北九州市ＰＣＢ処理監視会議を７月３０

日（火）、日本環境安全事業㈱（以下：ＪＥＳＣ

Ｏ）北九州事業所において開催しました。当日は、

委員１１名のほか、ＪＥＳＣＯや環境省などＰＣＢ

処理事業に関連する機関が出席しました。 

 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

議事に入る前に、第１期施設２次洗浄室での洗浄

液の漏洩及び第２期施設真空加熱分離処理室でのＰ

ＣＢ汚染水の漏洩について、現場の状況や対策等を

確認するため、施設への立入りを行いました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  
 
 

（（１１））北北九九州州ＰＰＣＣＢＢ廃廃棄棄物物処処理理施施設設のの操操業業トト

ララブブルルににつついいてて  

① 第２期施設溶剤蒸留室での洗浄液の漏洩 

平成２４年９月２２日、第２期施設溶剤蒸留

室内のスラッジコレクター（浮遊固形物回収

槽）の蓋部から、洗浄液（ＰＣＢ濃度：約１

１％）がおよそ２０リットル漏洩していること

を発見し、直ちに回収・拭き取りを実施しまし

た。 

原因は、スラッジコレクターで使用していた

Ｏリングが、長期使用によって塑性変形した結

果、シール不良となり、洗浄液が漏れ出たもの

であるということが判明しました。 

再発防止策として、スラッジコレクターの更

新及びオイルパンの改造を行うとともに、Ｏリ

ングの交換管理基準を設定し、運用を開始して

います。 

② 第１期施設２次洗浄室での洗浄液の漏洩 

平成２５年２月１日、第１期施設２次洗浄室

内の含浸物２次洗浄装置の熱交換器に接続して

いた窒素ガスホースから、洗浄液（ＰＣＢ濃

度：約０.１７％）が漏洩していることを発見し、

速やかに回収・拭き取りを実施しました。 

原因は、作業員が作業手順を順守せず、ホー

スの接続確認、及び窒素ガス注入中の監視を怠

ったことによるものでした。 

再発防止策として、教育訓練を徹底するとと

もに、人的ミスの最小化を図るため、窒素ガス

の注入口液側に逆止弁を設置する等の設備改善

 

平成２５年

１１月Ｖｏｌ．３０ 

若松区響灘地区で行われるＰＣＢ廃棄物処理事業が、安全かつ適正に行われるよう、北九州市

は、施設の計画、建設、操業の各段階を通して監視を行う「北九州市ＰＣＢ処理監視会議」を設

置しています。 

監視会議の活動内容については、「監視会議だより」を発行し、随時、市民の皆さんへお知ら

せします。 

今回は、第３０回監視会議の内容についてお伝えします。

会会議議議議事事内内容容 

◇内  容 

○施設立入り 

○会議（議題） 

（１）北九州ＰＣＢ廃棄物処理施設の操業トラブ

ルについて 

（２）北九州ＰＣＢ廃棄物処理施設の操業状況に

ついて 

（３）北九州ＰＣＢ廃棄物処理施設の環境モニタ

リング結果について 

（４）その他  

施施設設立立入入りり 



を実施しました。 

③ 第２期施設真空加熱分離処理室でのＰＣＢ

汚染水の漏洩 

平成２５年５月８日、第２期施設真空加熱分

離処理室にある真空加熱分離装置Ａ号機の排ガ

ス処理装置（活性炭充填フィルター）下部から、

ＰＣＢを含む洗浄水（ＰＣＢ汚染水）の漏洩を

発見したため、直ちに回収・拭き取りを実施し

ました。 

原因は、清掃作業を行うにあたり装置の停止状

況を確認するため、弁の開閉状態のチェックを行

っていたところ、タッチパネル式の操作盤の操作

ミスにより洗浄水の弁を誤って開放してしまい、

活性炭充填フィルター下部からＰＣＢ汚染水が漏

洩したものであるということが判明しました。 

再発防止策として、ヒューマンエラー防止の

ためタッチパネル式操作盤を改善するとともに、

非定常作業時の環境設定範囲の拡大や緊急対応

手順の確立、管理体制の強化、作業員等への教

育訓練の徹底を実施するとしています。 

これら３件のトラブルにおけるＰＣＢ等の施

設外への漏洩や人的被害はありませんでした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

（（２２））北北九九州州ＰＰＣＣＢＢ廃廃棄棄物物処処理理施施設設のの操操業業状状況況

ににつついいてて  

 ① 平成２５年６月末時点のＰＣＢ廃棄物の受

入数、処理数について（累計数） 

 
② 処理対象物の受入・処理状況の概要について 

  北九州ＰＣＢ廃棄物処理施設におけるトラン

ス、コンデンサ、安定器その他汚染物それぞれ

の処理の進捗状況について、説明がありました。 
 

③ 若戸大橋から若戸トンネルへの搬入経路の

変更について 

  北九州ＰＣＢ廃棄物処理施設への搬入経路につ

いて、若戸大橋を経由するルートから若戸トンネ

ルを原則として経由するルートに変更し、平成２

５年７月１日より運用を開始したとの報告があり

ました。 

（（３３））北北九九州州ＰＰＣＣＢＢ廃廃棄棄物物処処理理施施設設のの環環境境モモニニ

タタリリンンググ結結果果ににつついいてて 

  ＰＣＢ廃棄物処理事業の実施による周辺環境へ

の影響を調査するため、ＪＥＳＣＯ及び北九州市

がそれぞれ環境モニタリングを実施し、クロスチ

ェックを行っています。測定の結果、周辺環境・

排出源とも全て環境基準等に適合していたことが

報告されました。 

（（４４））そそのの他他  

  環境省より、前回の監視会議で「国のＰＣＢ廃

棄物処理基本計画を平成２５年夏頃までに変更し

たい」と説明したことについて、現在も検討を行

っている最中であり、もう少し時間を要する状況

であるとの報告がありました。環境省は、関係自

治体や地元住民などの意見を聴きながら、国全体

として一日も早いＰＣＢ廃棄物の処理完了を目指

し、改定作業を進めていきたいとしています。 
 
 

 

会議では以下のような質疑・応答がありました。 

◎◎  北北九九州州ＰＰＣＣＢＢ廃廃棄棄物物処処理理施施設設のの操操業業トトララブブ

ルルににつついいてて  

（要望）委員 

昨年９月から本年５月までの８ヶ月間に３回

もトラブルが起きており、非常に憂慮している。

現場のスタッフを入れ替えるなど、再度このよ

うなトラブルのないよう、より一層、ＪＥＳＣ

Ｏによる監視・指導をお願いしたい。 

（回答）ＪＥＳＣＯ 

３件のトラブルが続き、ＪＥＳＣＯ・運転会

社共々深く反省している。今後このようなトラ

ブルは一切起こさないよう、万全を尽くした体

制と教育訓練を行って操業を続けていきたいと

考えている。 

（意見）委員 

非定常作業時のリスクをあらかじめ想定し、ハ

ード・ソフトの両面から対策を講じて、リスク回

 トランス 

（台） 

コンデンサ 

（台） 

安定器 

（トン） 

受 入 数 ２,２０７ ３４,４６４ ９９１.６ 

処 理 数 ２,１８７ ３４,１５４ ９８２.４ 

討討議議内内容容 



避を図る必要がある。いくら良い処理施設でも、

作業員が安全に対する認識を持ち、より慎重に施

設を運営していかなければ、結局は全てにわたっ

て安全になっていかないと思う。 

（質問）委員 

ドラム缶８本分の量の汚染水が出たとのことだ

が、周りにはオイルパンのような液を支えたり受

けたりするところはないはず。この場所にドラム

缶８本分の洗浄液が溜まっていたのか。 

（回答）ＪＥＳＣＯ 

汚染水回収量としてドラム缶８本（約１,３００

リットル）とあるが、これは床に漏洩した量では

なく、作業員が受け容器を準備して回収した量で

ある。床に漏洩した量は、約８０リットルである。 

（要望）委員 

非定常時の作業によるトラブルが２件続いたが、

これは、定常時のセイフティネットのシステムは

ある程度信頼性がある一方、非定常時に関するセ

イフティネットが働いていない可能性があるとい

うことだと思う。ボタンの押し間違いの問題では

なく、ボタンを押し間違えても開かないようなシ

ステムを考えてほしい。つまり、第１期施設２次

洗浄室での洗浄液の漏洩トラブルでは、再発防止

策として逆止弁を導入するなどし、セイフティネ

ットが働くように改善した。同様に、第２期施設

真空加熱分離処理室でのＰＣＢ汚染水の漏洩トラ

ブルに関しても、そのような観点からの対策をも

う少し充実させてほしい。 
 

◎◎  北北九九州州ＰＰＣＣＢＢ廃廃棄棄物物処処理理施施設設のの操操業業状状況況にに

つついいてて  

（質問）委員 

未届事業者の掘り起こし調査について、現在の

進捗状況をお尋ねしたい。 

（回答）ＪＥＳＣＯ 

未届事業者に対するアプローチについては、各

県に対して、掘り起こし調査等を実施して漏れが

ないようにとお願いしており、来年度までに全て

のＰＣＢ廃棄物の処理を終えることを望んでいる。 

（回答）北九州市 

北九州市の取組みとして、小規模の事業者も含

めた市内の事業者を対象に調査を実施し、その結

果判明したものについて、本市に届出を行っても

らっている。その後、ＪＥＳＣＯに登録して速や

かに処理するよう指導しており、今年度・来年度

で処理を完了すべく全力で対応していきたいと考

えている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（質問）委員 

使用中のものが経済産業省の所管になるという

ことで、環境省と経済産業省が現在どのような話

し合いをしているのか説明していただきたい。 

（回答）環境省 

昨年度、経済産業省と協力して、先進的に調査

を行っている北九州市の取組みを参考に、北海

道・秋田県・埼玉県・佐賀県の４自治体で掘り起

こし調査を行った。約２万ヶ所の事業者を対象に

調査を実施し、現在その結果を精査している。環

境省としては、どのような方法であれば効率的に

掘り起こしができるのかという検討を引き続き行

い、全国各都道府県・政令市にそのノウハウを提

供できればと思っている。 

（質問）委員 

使用中のものについて、その使用を停止させる

ことはできないということであったが、その後、

経済産業省と解決策等を少しは協議しているのか。 

（回答）環境省 

使用中の事業者であっても、いずれそれらが廃

棄物になったときは、ＪＥＳＣＯで処理をしない

限り他に処理する施設がないということをしっか

り認識してもらえれば、今出さざるを得ないとい

うことになる。法律上も保管事業者が責任を持っ

て処理しなければならないとされており、ＪＥＳ

ＣＯしか処理可能な施設がないということをしっ

かり周知徹底することがまず大事だと思うので、

今後も努力していきたい。 

 



 

北北九九州州市市ＰＰＣＣＢＢ処処理理監監視視会会議議  委委員員     

○学識経験者   ○市民代表（公募による選出者） 

氏 名 所 属  氏 名 職 業 

 浅岡 佐知夫  元北九州市立大学国際環境工学部教授   嶋津 元彦  元団体職員 

 是永 逸生  (公社)日本技術士会九州支部副支部長   津田 潔  元会社員 

 清田 高徳  北九州市立大学国際環境工学部教授   成田 裕美子  自営業専従者 

 河井 一明  産業医科大学産業生態科学研究所教授   古野 和彦  団体職員 

 吉永 耕ニ  長崎大学工学部教授  

○市民代表（市民団体からの推薦者）  

氏 名 推薦団体  

 大庭 卓朗  若松区自治総連合会  

 大石 紀代子  北九州市女性団体連絡会議  

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

◆◆  北北九九州州市市ＰＰＣＣＢＢ処処理理監監視視会会議議ににつついいてて  

※ 監視会議は、市民の方の傍聴ができます。会議の開催は、市政だよりなどでお知らせします。 

※ ＰＣＢ処理監視会議（会議資料、議事録など）やＰＣＢ処理事業に関する情報は、 

市のホームページ（ http://www.city.kitakyushu.lg.jp/ ）  

 

 

に掲載しています。 

 

【【  おお知知ららせせ  】】   
－ ＰＣＢ廃棄物処理に関する国からの検討要請について － 

ＪＥＳＣＯ北九州事業所におけるＰＣＢ廃棄物の処理計画について、 

１０月２５日、環境省から北九州市に対し、下記のとおり検討要請があり 

ました。 

北九州市は、この要請について、市民の皆様や議会のご意見をしっかりと 

  聴いていきます。 

 現在の計画 見直し案 

処理 
対象物 

中国・四国・九州・沖縄地

域（岡山以西１７県）に 

保管されている全ての高濃

度ＰＣＢ廃棄物 

左記に加え、大阪・豊田・東京事業

所で円滑な処理が困難な近畿・東

海・南関東地域（１４都府県）のト

ランス、コンデンサ、安定器等 

処理期限 平成２６年度末まで 

 

トランス、コンデンサ等は平成３３

年度末、安定器等は平成３５年度末

まで 

  ※ 詳細は市のホームページ（下記）でご覧になれます。 
   ※ 皆様のご希望に応じて、地域での集会等へ職員が出向き、ご意見をお聴きします。 

   ※ ご意見はＥメール（市のホームページから）、郵便、ファクスでも受け付けます。 

トップページ  ⇒              ⇒  ごみ・環境（事業者向け） ⇒  北九州ＰＣＢ処理事業  
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【環境省による説明会】

今回の検討要請につい

て、環境省が直接、要請

の内容を説明し、質問に

お答えする説明会を下記

のとおり開催します。 

皆様のご参加をお待ち

しております。 

■日時 

１１月２２日（金） 

18時３０分から 

■場所 

若松市民会館 大ホール 

■その他 

申込不要、参加費無料 


